
壱
岐
市
農
業
協
同
組
合
肥
育
部
会（
長
崎
県
）

壱岐島

「
一
支
國
配
合
飼
料
」と
ミ
ネ
ラ
ル
豊
富
な
牧
草
で
飼
育

  

コ
ク
と
キ
レ
の
あ
る
脂
質
、や
わ
ら
か
な
肉
質
を
生
み
出
す

希
少
性
の
高
い「
壱
岐
牛
」

こ
だ
わ
り
の
飼
料
で
肥
育

野元牧場の皆さま こやま牧場の皆さま 山本畜産の皆さま

長
崎
県
の
壱
岐
島
で
生
ま
れ
、育
っ
た
黒
毛
和
種
の「
壱
岐
牛
」は
、年
間
約

９
０
０
頭
し
か
出
荷
さ
れ
な
い
希
少
性
が
高
い
牛
だ
。和
牛
の
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
と
称
さ
れ
、５
年
に
１
度
開
か
れ
る「
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
」に
は
多

く
の
牛
を
出
品
し
、優
等
賞
を
獲
得
す
る
な
ど
、全
国
的
に
高
い
評
価
を
得

て
い
る
。

長崎県壱岐市郷ノ浦町半城本村触221
飼養頭数／190頭
長崎県壱岐市郷ノ浦町半城本村触221
飼養頭数／190頭

こやま牧場こやま牧場

長崎県壱岐市郷ノ浦町柳田触759
飼養頭数／215頭
長崎県壱岐市郷ノ浦町柳田触759
飼養頭数／215頭

山本畜産山本畜産

長崎県壱岐市郷ノ浦町志原南触1374
飼養頭数／800頭
長崎県壱岐市郷ノ浦町志原南触1374
飼養頭数／800頭

野元牧場（本社）野元牧場（本社）

　「
壱
岐
牛
」
は
Ｊ
Ａ
壱
岐
市
の
ブ
ラ
ン
ド

和
牛
だ
。
壱
岐
市
農
業
協
同
組
合
肥
育
部

会
の
部
会
員
が
、「
Ｊ
Ａ
北
九
州
く
み
あ
い

飼
料
㈱
」
で
製
造
さ
れ
た
「
一
支
國
配
合

飼
料
」
を
使
っ
て
肥
育
し
、
日
本
食
肉
格

付
協
会
の
枝
肉
格
付
で
肉
質
等
級
五
等

級
、
四
等
級
、
三
等
級
の
も
の
の
み
名
乗

る
こ
と
が
で
き
る
。

　「
壱
岐
牛
」
は
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
を

豊
富
に
含
ん
だ
「
一
支
國
配
合
飼
料
」
や
、

島
に
吹
く
潮
風
に
よ
り
ミ
ネ
ラ
ル
を
た
っ
ぷ

り
含
ん
だ
牧
草
を
食
べ
て
育
つ
た
め
、
肉
質

が
や
わ
ら
か
く
、
脂
質
の
融
点
が
低
い
。
口

の
中
に
入
れ
る
と
豊
か
な
甘
み
が
上
品
に
広

が
り
、
舌
の
上
で
と
ろ
け
る
こ
と
か
ら
、
全

国
の
食
通
か
ら
も
人
気
を
集
め
て
い
る
。

　
今
回
は
、
そ
ん
な
「
壱
岐
牛
」
を
飼
養

す
る
３
農
場
で
働
く
皆
さ
ん
を
紹
介
す
る
。

い  

き 

こ
く
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餌の食いつきで健康状態を把握する由紀江さん 牛舎にいる時は牛の動向を常に観察する愛子さん餌の量は牛ごとに慎重に見極める JA北九州くみあい飼料の担当者と飼料の
相談をする小山さん（左）

JA壱岐市の担当者と話す小山さん（左）

父
親
の
代
か
ら
牛
を
飼
い
、
繁
殖
経
営
を
営
ん
で
い
た
と

い
う
山
本
満
年
さ
ん
（
６１
）
は
「
牛
が
大
好
き
だ
っ
た
」
こ

と
か
ら
、
１６
年
前
に
就
農
し
た
。
当
初
は
壱
岐
市
農
協
に
勤

め
な
が
ら
経
営
し
て
い
た
。
経
営
力
向
上
を
目
指
す
中
で
、

子
牛
を
４
〜
５
カ
月
肥
育
し
て
売
る
と
収
益
が
よ
り
高
ま
っ

た
こ
と
か
ら
、
肥
育
に
重
点
を
移
し
た
。
農
協
を
４７
歳
で
退

職
す
る
と
畜
産
業
に
専
念
し
、
妻
の
由
紀
江
さ
ん
（
５５
）
と

と
も
に
飼
養
頭
数
を
増
や
し
な
が
ら
、
一
貫
経
営
を
目
指
し

て
い
っ
た
。

２
０
２
１
年
１１
月
時
点
で
、牛
舎
３
棟
で
肥
育
牛
１
４
０
頭
、

繁
殖
雌
牛
７５
頭
の
２
１
５
頭
を
飼
養
す
る
。
年
間
の
出
荷
頭
数

は
約
８０
頭
。
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
し
た
娘
の
愛
子
さ

ん
（
２２
）
に
繁
殖
を
委
ね
、
自
ら
は
肥
育
に
専
念
す
る
。
２
年

前
に「
株
式
会
社
山
本
畜
産
」と
し
て
法
人
化
し
、家
族
３
人
と
、

従
業
員
と
パ
ー
ト
の
２
人
が
携
わ
る
。

肥
育
の
こ
だ
わ
り
は
、
牛
に
ス
ト
レ
ス
を
与
え
な
い
こ
と

で
、
１
区
画
に
入
れ
る
牛
は
２
頭
。
特
徴
的
な
の
は
牛
同
士

の
相
性
を
見
な
が
ら
、〝
同
部
屋
〞
の
牛
を
決
め
る
こ
と
だ
。

「
力
関
係
で
、
餌
を
食
べ
ら
れ
な
い
牛
が
な
い
よ
う
に
す
る
」

狙
い
で
、
満
年
さ
ん
は
牛
を
観
察
す
る
た
め
、
一
日
の
ほ
と

ん
ど
を
牛
舎
で
過
ご
し
、
個
体
の
性
格
把
握
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
胃
腸
の
健
康
を
保
ち
、
食
い
込
み
が
安
定
す
る
よ
う

生
菌
剤
を
使
う
。「
人
に
慣
れ
た
牛
は
、ス
ト
レ
ス
が
少
な
く
、

餌
も
よ
く
食
べ
ま
す
。
そ
れ
が
よ
い
肉
質
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
」
と
説
明
す
る
。

昨
年
１１
月
に
福
岡
で
開
か
れ
た
「
第
２０
回
壱
岐
牛
枝
肉
共
励

会
」
で
は
、
山
本
さ
ん
の
出
品
牛
が
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

に
選
ば
れ
た
。
今
年
は
第
１２
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
（
鹿
児

島
全
共
）
に
挑
戦
す
る
。
満
年
さ
ん
は
「
壱
岐
牛
は
島
に
と
っ

て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
大
切
な
存
在
。
こ
れ
か
ら
も
牛

の
品
質
と
発
育
の
向
上
を
目
指
し
て
日
々
努
力
し
て
い
き
ま
す
」

と
抱
負
を
話
し
た
。

山
本
畜
産

繁
殖
と
肥
育
を
親
子
で
分
担

牛
の
性
格
把
握
に
注
力
し
、
ス
ト
レ
ス
低
減

　「
野
元
牧
場
」
は
繁
殖
牛
や
肥
育
牛
、
肥
育
素
牛
な
ど
計
８

０
０
頭
を
飼
養
す
る
、
繁
殖
と
肥
育
の
一
貫
経
営
で
、
年
間
約

１
０
０
頭
を
出
荷
す
る
島
内
最
大
規
模
の
畜
産
農
家
だ
。

１
９
８
３
年
、
野
元
勝
博
さ
ん
（
６１
）
の
父
親
が
繁
殖
牛
１０
頭

で
経
営
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
た
。
当
時
の
壱
岐
郡
農
協
に
勤
め
て

い
た
勝
博
さ
ん
が
熊
本
で
の
研
修
で
関
心
を
持
っ
た
肥
育
を
始

め
る
よ
う
に
な
り
、
２
０
１
２
年
に
株
式
会
社
野
元
牧
場
を
立

ち
上
げ
た
。
現
在
は
勝
博
さ
ん
が
会
長
と
な
り
、
人
工
授
精
師

の
資
格
を
持
つ
次
男
の
久
志
さ
ん
（
３１
）
が
代
表
と
し
て
牧
場

を
け
ん
引
す
る
。

　
島
内
７
カ
所
に
牛
舎
や
事
務
所
な
ど
の
拠
点
を
擁
し
、
社
員

は
１５
人
。
８
０
０
頭
も
の
牛
の
健
康
状
態
な
ど
を
把
握
す
る
た

め
に
欠
か
せ
な
い
の
が
、「
ク
ラ
ウ
ド
牛
群
管
理
シ
ス
テ
ム
」
だ
。

行
動
履
歴
な
ど
牛
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
社
員
と
共
有
し

て
い
る
。
シ
ス
テ
ム
は
も
と
も
と
、
事
故
を
減
ら
す
狙
い
で
導

入
し
た
が
、
予
防
接
種
や
治
療
歴
な
ど
の
デ
ー
タ
も
集
め
る
こ

と
が
で
き
る
。
デ
ー
タ
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
通

じ
て
確
認
で
き
、
社
員
間
の
経
験
の
差
を
埋
め
て
、
安
定
的
な

高
品
質
生
産
に
役
立
て
て
い
る
。

　
ま
た
同
社
は
農
地
所
有
適
格
法
人
と
し
て
発
足
し
て
お
り
、

壱
岐
市
内
の
畑
を
借
り
て
、
イ
タ
リ
ア
ン
ラ
イ
グ
ラ
ス
や
ソ
ル

ゴ
ー
な
ど
飼
料
作
物
を
自
ら
栽
培
す
る
。Ｊ
Ａ
壱
岐
市
ア
ス
パ

ラ
ガ
ス
部
会
に
も
所
属
し
、
牛
糞
堆
肥
を
活
用
す
る
循
環
型
農

業
に
も
取
り
組
む
。
耕
畜
連
携
に
よ
る
Ｊ
Ａ
と
二
人
三
脚
の
野

菜
振
興
や
後
継
者
育
成
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ
、
同
部
会
は
２

０
１
２
年
に
第
４１
回
「
日
本
農
業
賞
」
の
大
賞
を
受
賞
し
た
。

　
久
志
さ
ん
は
「
夢
は
社
員
に
も
う
か
る
畜
産
経
営
を
実
感
し

て
も
ら
い
、
地
域
農
業
の
魅
力
を
も
っ
と
も
っ
と
高
め
て
い
く

こ
と
で
す
」
と
力
強
く
話
し
た
。

野
元
牧
場

ク
ラ
ウ
ド
牛
群
管
理
で
大
規
模
経
営
を
実
現

耕
畜
連
携
を
推
進
し
、
地
域
農
業
を
振
興

肉
質
が
き
め
細
か
く
、
雄
牛
よ
り
脂
が
甘
い
雌
牛
の
み
を
出

荷
す
る
と
い
う
、独
自
の
ス
タ
イ
ル
で
肥
育
す
る「
こ
や
ま
牧
場
」

の
小
山
久
志
さ
ん
（
４９
）。
長
崎
県
立
農
業
大
学
校
を
卒
業
し

た
ば
か
り
の
２９
年
前
、
畜
産
の
収
入
の
大
き
さ
に
魅
力
を
感

じ
て
い
た
と
こ
ろ
へ
、
島
内
に
出
入
り
す
る
家
畜
商
の
後
押
し

が
あ
り
、
牛
舎
建
設
か
ら
経
営
を
開
始
し
た
。

経
営
は
当
初
、
順
調
な
滑
り
出
し
を
見
せ
た
が
、
次
第
に
思

う
よ
う
な
牛
を
生
産
で
き
な
い
ス
ラ
ン
プ
状
態
に
。
し
か
し
、

こ
の
困
難
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
島
内
外
の
牧
場
を
訪
れ
て
は

ひ
た
す
ら
研
究
を
重
ね
る
経
営
の
原
点
を
作
り
、
独
自
の
ス
タ

イ
ル
を
築
き
上
げ
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
た
。
同
時
に
ス
ラ
ン

こ
や
ま
牧
場

出
荷
は
２６
カ
月
齢
の
雌
牛
の
み

独
自
飼
料
を
共
同
開
発
し
、
生
産
を
安
定
化

プ
脱
出
の
転
機
と
な
っ
た
の
が
、Ｊ
Ａ
北
九
州
く
み
あ
い
飼
料
か

ら
「
一
緒
に
飼
料
を
作
ら
な
い
か
」
と
提
案
が
あ
っ
た
こ
と
だ
。

当
初
、
枝
肉
の
重
量
は
３
０
０
〜
４
０
０
㎏
だ
っ
た
が
、
同
く

み
あ
い
飼
料
と
研
究
を
重
ね
て
作
り
上
げ
た
「
一
支
國
配
合
飼

料
」
を
使
う
よ
う
に
な
っ
て
枝
肉
重
量
は
右
肩
上
が
り
に
増
え

続
け
、
今
で
は
平
均
で
５
０
０
㎏
を
優
に
超
え
て
い
る
。

牛
舎
３
棟
で
、
常
時
１
９
０
頭
の
牛
を
飼
養
す
る
。
妻
の
昌

美
さ
ん
（
５０
）
と
協
力
し
な
が
ら
、
牛
一
頭
一
頭
に
目
の
届
く

頭
数
に
し
て
い
る
。
牛
舎
で
の
飼
育
期
間
は
１６
カ
月
で
、
生
後

２６
カ
月
で
出
荷
す
る
。
出
荷
頭
数
は
毎
月
１０
頭
、
い
ず
れ
も
雌

牛
だ
。

「
２６
カ
月
を
過
ぎ
る
と
肉
の
ま
わ
り
に
脂
が
つ
き
始
め
、
牛

の
体
形
や
肉
質
が
変
化
し
ま
す
。
そ
の
ぎ
り
ぎ
り
の
と
こ
ろ
で

出
荷
す
る
こ
と
で
経
験
上
、
最
も
美
味
し
い
肉
質
の
壱
岐
牛
を

提
供
で
き
ま
す
」
と
説
明
す
る
。

「
壱
岐
牛
」の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
力
を
注
い
で
き
た
小
山
さ
ん
は
、

「
こ
れ
か
ら
も
肉
の
品
質
、
美
味
し
さ
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
」

と
話
し
、
更
な
る
高
み
を
目
指
し
て
い
る
。
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